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データ伝送サービス取扱基準 

 

１． データ伝送サービスで使用可能な文字（半角大文字） 

数字（10 種類） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9           

アルファベット A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T 

（26 種類） U V W X Y Z               

カナ文字 ｱ ｲ ｳ ｴ ｵ ｶ ｷ ｸ ｹ ｺ ｻ ｼ ｽ ｾ ｿ ﾀ ﾁ ﾂ ﾃ ﾄ 

（45 種類） ﾅ ﾆ ﾇ ﾈ ﾉ ﾊ ﾋ ﾌ ﾍ ﾎ ﾏ ﾐ ﾑ ﾒ ﾓ ﾔ ﾕ ﾖ ﾗ ﾘ 

 ﾙ ﾚ ﾛ ﾜ ﾝ                

濁点、半濁点 ゛ ゜                   

記号等 （ ） -（ハイフン） ．（ピリオド） スペース       

 

※長音の場合は、長音記号（ ー ）は使わずにハイフン（ － ）を使ってください。 

 

※中点（・）は使用できません。 

振込先口座の名義に中点（・）が含まれている場合はそのままでは入力できないので、先方に正確な

口座名義を確認してください。どうしても使用する場合はピリオド（．）を使用してください。 

 

２．振込依頼人・受取人名などの記録方法 

（１）振込依頼人名・受取人名などは左詰めとし、残りをスペースとする。 

（２）振込依頼人名・受取人名などは半角カナ大文字を使用する。（半角カナ小文字は使用できない。） 

（３）個人の姓及び名、法人または営業所の種類名及び名称は、それぞれ分ち書きをしない。 

個人の姓と名、法人の種類と名称、法人名と営業所名とは、それぞれの間にスペースを入れて分

ち書きする。ただし、後記（４）「略語の使用方法」により略語を使用する場合にはスペースに代

えてカッコを使用する。 

（例） 

《個人の場合》 

    山本 一郎 

→ ﾔﾏﾓﾄ ｲﾁﾛｳ 

   《法人の場合》 

    株式会社 山本商店東京支店 

→ ｶﾌﾞｼｷｶｲｼﾔ ﾔﾏﾓﾄｼﾖｳﾃﾝ ﾄｳｷﾖｳｼﾃﾝ 
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（４）略語の使用方法 

   法人・営業所及び事業所の種類名は、次の用法に基づき略語を使用することができる。 

  Ａ．法人略語及び営業所略語は、略語判別表示としてカッコを付して使用する。 

なお、事業略語には、略語判別表示を付さない。 

  （例） 

・ｶ)ﾔﾏﾓﾄｼﾖｳｼﾞ 

   ・ﾔﾏﾓﾄｼﾖｳｼﾞ(ｶ)ﾄｳｷﾖｳ(ｴｲ 

・ﾔﾏﾓﾄｼﾖｳｼﾞ(ｶ 

  Ｂ．略語の使用は、１法人名につき１個とする。ただし、法人略語、事業略語及び営業所 

略語のそれぞれを組合せて併用してもよい。 

  （例） 

《法人略語と事業略語の併用例》 

「昭和火災海上保険株式会社」の場合 

→ ｼﾖｳﾜｶｻｲ(ｶ 

 《法人略語と事業略語及び営業所略語の併用例》 

    「昭和火災海上保険株式会社名古屋営業所」の場合 

→ ｼﾖｳﾜｶｻｲ(ｶ)ﾅｺﾞﾔ(ｴｲ 

 《法人略語と営業所略語の併用例》 

    「昭和火災海上保険株式会社名古屋営業所」の場合 

→ ｼﾖｳﾜｶｻｲｶｲｼﾞﾖｳﾎｹﾝ(ｶ)ﾅｺﾞﾔ(ｴｲ 

《事業略語と営業所略語の併用例》 

    「昭和火災海上保険株式会社名古屋営業所」の場合 

→ ｼﾖｳﾜｶｻｲ ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼﾔ ﾅｺﾞﾔ(ｴｲ 

  Ｃ．事業略語は、最も包括的な略語を使用する。 

    例えば、農業協同組合は「ﾉｳｷﾖｳ」とし「ﾉｳｷﾞﾖｳｷﾖｳｸﾐ」としない。 
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３．略語を使用することができる用語および略語 

用語 カナ略語 用語 カナ略語 

法人略語 

株式会社 

有限会社 

合名会社 

合資会社 

合同会社 

医療法人 

医療法人社団 

医療法人財団 

社会医療法人 

財団法人 

一般財団法人 

公益財団法人 

社団法人 

一般社団法人 

公益社団法人 

宗教法人 

学校法人 

社会福祉法人 

更正保護法人 

相互会社 

特定非営利活動法人 

独立行政法人 

地方独立行政法人 

中期目標管理法人 

国立研究開発法人 

行政執行法人 

弁護士法人 

有限責任中間法人 

無限責任中間法人 

行政書士法人 

司法書士法人 

税理士法人 

国立大学法人 

公立大学法人 

 

ｶ 

ﾕ 

ﾒ 

ｼ 

ﾄﾞ 

ｲ 

ｲ 

ｲ 

ｲ 

ｻﾞｲ 

ｻﾞｲ 

ｻﾞｲ 

ｼﾔ 

ｼｬ 

ｼｬ 

ｼﾕｳ 

ｶﾞｸ 

ﾌｸ 

ﾎｺﾞ 

ｿ 

ﾄｸﾋ 

ﾄﾞｸ 

ﾁﾄﾞｸ 

ﾓｸ 

ｹﾝ 

ｼﾂ 

ﾍﾞﾝ 

ﾁﾕｳ 

ﾁﾕｳ 

ｷﾞﾖ 

ｼﾎｳ 

ｾﾞｲ 

ﾀﾞｲ 

ﾀﾞｲ 

法人略語 

農事組合法人 

管理組合法人 

社会保険労務士法人 

 

営業所略語 

営業所 

出張所 

 

事業略語 

連合会 

共済組合 

協同組合 

生命保険 

海上火災保険 

火災海上保険 

健康保険組合 

国民健康保険組合 

国民健康保険団体連合会 

社会保険診療報酬支払基金 

厚生年金基金 

従業員組合 

労働組合 

生活協同組合 

食糧販売協同組合 

国家公務員共済組合連合会 

農業協同組合連合会 

経済農業協同組合連合会 

共済農業協同組合連合会 

漁業協同組合 

漁業協同組合連合会 

公共職業安定所 

社会福祉協議会 

特別養護老人ホーム 

有限責任事業組合 

 

ﾉｳ 

ｶﾝﾘ 

ﾛｳﾑ 

 

ｴｲ 

ｼﾕﾂ 

 

 

 

ﾚﾝ 

ｷﾖｳｻｲ 

ｷﾖｳｸﾐ 

ｾｲﾒｲ 

ｶｲｼﾞﾖｳ 

ｶｻｲ 

ｹﾝﾎﾟ 

ｺｸﾎ 

ｺｸﾎﾚﾝ 

ｼﾔﾎ 

ｺｳﾈﾝ 

ｼﾞﾕｳｸﾐ 

ﾛｳｸﾐ 

ｾｲｷﾖｳ 

ｼﾖｸﾊﾝｷﾖｳ 

ｺｸｷﾖｳﾚﾝ 

ﾉｳｷﾖｳﾚﾝ 

ｹｲｻﾞｲﾚﾝ 

ｷﾖｳｻｲﾚﾝ 

ｷﾞﾖｷﾖｳ 

ｷﾞﾖﾚﾝ 

ｼﾖｸｱﾝ 

ｼﾔｷﾖｳ 

ﾄｸﾖｳ 

ﾕｳｸﾐ 

 

法人略語は上記のとおりですが、振込入金があった際の振込元の法人略語、およびビジネス 

ダイレクトの契約法人名欄・口座名義人欄等が、以下のように表示される場合があります。 

１．法人略語が両カッコ「(ｶ）、(ﾕ)等」になっている 

２．医療法人社団の法人略語が「ｲ)」ではなく「(ｲｼﾔ)」になっている 

３．法人名義の後に役職名(代表取締役等)無しの代表者名が応答されている 
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４．銀行名・支店名の記録方法 

（１）銀行名は、半角カナ大文字により左づめで記録し、残りをスペースとする。ただし、半角カナ

小文字は使用できない。 なお、金融機関業態名及び略称記録方法は次のとおり。 

金融機関業態名 略 称 

〇〇〇〇銀行 〇〇〇〇   例）北洋銀行 → ﾎｸﾖｳ 

〇〇信用金庫 〇〇ｼﾝｷﾝ 

〇〇信用組合 〇〇ｼﾝｸﾐ 

〇〇労働金庫 〇〇ﾛｳｷﾝ 

〇〇信用農業協同組合連合会 〇〇ｼﾝﾚﾝ 

〇〇信用漁業協同組合連合会 〇〇ｼﾝｷﾞﾖﾚﾝ 

〇〇農業協同組合 〇〇ﾉｳｷﾖｳ 

（２）支店名は、半角カナ大文字により左づめで記録し。残りをスペースとする。ただし、半角カナ

小文字は使用できない。 なお、「ｼﾃﾝ」の文字は記録しない。 

  （例） 

札幌南支店 → ｻﾂﾎﾟﾛﾐﾅﾐ 

 

 

５．レコード・シークェンス 

（１）レコードの種類 

   各レコードの最初の１バイトはデータ区分となっており、これによりレコードの種 

類を表わす。 

 

 

 

 

 

 

①ヘッダー・レコード ・・・ データ・レコードの集まりの始まりを表すととも 

に、データ・レコードの種別等を表示する。 

データ区分「1」 

  ②データ・レコード  ・・・ 連絡・通知する情報の１単位。 

データ区分「2」 

  ③トレーラ・レコード ・・・ ヘッダー・レコードで始まるデータ・レコードの集 

まりの終わりを表わす。 

データ区分「8」 

  ④エンド・レコード  ・・・ ファイルの終わりを表わす。 

データ区分「9」 

  

デ
ー
タ
区
分 
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（２）レコードのシークェンス 

   レコードのシークェンスは、ヘッダー・レコード、データ・レコード、トレーラ・ 

レコードの順とし、最終レコードとしてエンド・レコードを付ける。 

   また、１ファイルは最初のヘッダー・レコードからエンド・レコードまでにより構 

成される。 

 なお、１ファイルに複数のヘッダー・レコードがある場合には、各ヘッダー・レコ 

ード上の種別コードは同一種別コードに限定される。 

  

レコード・シークェンスのパターンは次のとおり。 

 

①ヘッダー・レコードが１つのファイルの場合 

ヘレ 

ッコ 

ダ｜ 

｜ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

 デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

トレ 

レコ 

｜｜ 

ラド 

エレ 

ンコ 

ド｜ 

ド 
 

 

②ヘッダー・レコードが複数のファイルの場合 

ヘレ 

ッコ 

ダ｜ 

｜ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

トレ 

レコ 

｜｜ 

ラド 

ヘレ 

ッコ 

ダ｜ 

｜ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

 ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

 ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

 ド 

トレ 

レコ 

｜｜ 

ラド 

ヘレ 

ッコ 

ダ｜ 

｜ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

 ド 

デレ 

｜コ 

タ｜ 

ド 

 デレ 

｜コ 

タ｜ 

 ド 

トレ 

レコ 

｜｜ 

ラド 

エレ 

ンコ 

ド｜ 

ド 
 

 

（注）データ・レコードのない場合もある。 

ヘレ 

ッコ 

ダ｜ 

｜ド 

トレ 

レコ 

｜｜ 

ラド 

エレ 

ンコ 

ド｜ 

ド 
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総合振込レコード・フォーマット 

 
（１）説明 

・振込依頼人（企業等）が同時に多数の振込を依頼する場合の振込明細で、
振込依頼人から銀行へ連絡される。 

 
（２）レコードの内容 

・項目名頭部に「※」が付してあるものは任意記録項目なので、記録
しない場合は「0」または「スペース」とする。 

・桁数欄の「Ｃ」はキャラクター（数字を含む）、「Ｎ」は数字を表す。 
 
①ヘッダー・レコード（振込依頼人情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分  N(1) 
レコード種類を表す。 

「1」：ヘッダーレコードと記録する。 

２ 種 別 コ ー ド  N(2) 
業務種別を表す。 

「21」：総合振込と記録する。 

３ コ ー ド 区 分  N(1) 
使用コード区分を表す。 

「0」：ＪＩＳコード（B ﾀﾞｲﾚｸﾄは｢0｣のみ対応） 
「1」：ＥＢＣＤＩＣコード 

４ 
振 込 依 頼 人  

コ ー ド  
N(10) 

振込依頼人識別のため銀行が採番したコードを表す。 
 ・・・右詰め残り前「0」。 

          
 

５ 振 込 依 頼 人 名  C(40) 
振込依頼人名をカナ文字で表す。 
 ・・・ 左詰め残りスペース 

（受取人の通帳摘要として出力される。） 

６ 取 組 日  N(4) 
振込指定日を月日を表す。 
 例）６月２５日 → 「0625」 
 （銀行休業日の指定は不可。） 

７ 仕 向 銀 行 番 号 N(4) 
統一金融機関番号を表す。 
「0501」（北洋銀行）と記録する。 

８ 
※ 
仕 向 銀 行 名 

C(15) 
「ﾎｸﾖｳ」と記録する。 

・・・ 左詰め残りスペース 

９ 仕 向 支 店 番 号 N(3) 
統一店番号を表す。 
取引支店番号（統一店番号）を記録する。 

   
 

10 
※ 
仕 向 支 店 名 

C(15) 
 

取引支店名を記録する。 
・・・ 左詰め残りスペース 

11 
預  金  種  目 
（ 依 頼 人 ） 

N(1) 

振込依頼人の預金種目を記録する。 
｢1｣ ・・・ 普通預金 
｢2｣ ・・・ 当座預金 
｢9｣ ・・・ その他（B ﾀﾞｲﾚｸﾄは｢9｣使用不可） 

12 
口 座 番 号 
（ 依 頼 人 ） 

N(7) 
振込依頼人の口座番号を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

13 ダ ミ ー C(17) スペースとする。 

（１２０） 
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②データ・レコード（受取人情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分  N(1) 
レコードの種類を表す。 
「2」：データ・レコードと記録する。 

２ 被仕向銀行番号  N(4) 
統一金融機関番号。 
振込先の銀行番号を記録する。（金融機関共同コード） 

３ 
※ 
被 仕 向 銀 行 名 

C(15) 

振込先の銀行名をカナ文字で記録する。 
・・・ 左詰め残りスペース 

 例）北洋銀行 → 「ﾎｸﾖｳ」 
上記「被仕向銀行番号」に該当しない名称 
が記録されている場合は、「被仕向銀行番号」 
を優先して処理する。 

４ 被仕向支店番号  N(3) 
統一店番号 
振込先の支店番号を記録する。（統一店番号） 

５ 
※ 
被 仕 向 支 店 名  

C(15) 

振込先の支店名を記録する。 
 ・・・ 左詰め残りスペース 

上記「被仕向支店番号」に該当しない名称 
が記録されている場合は、「被仕向支店番号」 
を優先して処理する。 

６ 
※ 
手形交換所番号  

N(4) 統一手形交換所番号を表す。 

７ 預 金 種 目 N(1) 

振込先の預金種目を記録する。 
「1」・・・普通預金 「2」・・・当座預金 
「4」・・・貯蓄預金 「9」・・・その他 
※「4」（貯蓄預金）については、株式配当金、年金で
の振込は出来ません。 

８ 口 座 番 号 N(7) 
振込先の口座番号を記録する。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

９ 受 取 人 名 C(30) 
受取人名をカナ文字で記録する。 
 ・・・ 左詰め残りスペース 

10 振 込 金 額 N(10) 
振込金額を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 
（振込金額「0」は処理されない） 

11 新 規 コ ー ド  N(1) 

「1」：第１回振込分 
「2」：変更分（被仕向銀行・支店、預金種目・ 

口座番号） 
「0」：その他 

12 
※ 
顧 客 コ ー ド １  

N(10) 
依頼人が定めた受取人識別のための顧客コードを表
す。 

13 
※ 
顧 客 コ ー ド ２  

N(10) 

12 
および

13 
Ｅ Ｄ Ｉ 情 報  C(20) 

項番１５の識別表示欄に「Y」表示を付した場合には、
本欄の内容は「依頼人から受取人に対して通知するＥ
ＤＩ情報」を表す。 
 ・・・ 左詰め残りスペース 

14 
※ 
振 込 指 定 区 分 

N(1) 「7」：テレ振込、「8」：文書振込 

15 
※ 
識 別 表 示 

C(1) 
「Y」またはスペースとする。 
本欄に「Y」表示を付した場合は、項番１２・１３の
項目内容は「ＥＤＩ情報」を表す。 

16 ダ ミ ー C(7) スペースとする。 

（１２０） 
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③トレーラ・レコード（データ・レコードの集計情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコードの種類を表す。 
「8」：トレーラ・レコードと記録する。 

２ 合 計 件 数 N(6) 
データ・レコードの合計件数を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

３ 合 計 金 額 N(12) 
データ・レコードの振込金額の合計額を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

４ ダ ミ ー C(101) スペースとする。 

（１２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④エンド・レコード（終了情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコードの種類を表す。 
「9」：エンド・レコードと記録する。 

２ ダ ミ ー C(119) スペースとする。 

（１２０） 
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給与（賞与）振込レコード・フォーマット 

 
（１）説明 

・企業等が従業員の給与を口座振込の形で支払う場合の振込明細で取引先から
銀行へ連絡される。 

 
（２）レコードの内容 

 ・項目名頭部に「※」が付してあるものは任意記録項目なので、記録しない場合は、 
「0」または「スペース」とする。 

・桁数欄の「Ｃ」はキャラクター（数字を含む）、「Ｎ」は数字を表す。 
 
① ヘッダー・レコード（振込依頼人情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 

「1」：ヘッダーレコードと記録する。 

２ 種 別 コ ー ド N(2) 
業務種別を表す。 

「11」：給与振込、「12」：賞与振込と記録する。 

３ コ ー ド 区 分 N(1) 
使用コード区分を表す。 

「0」：ＪＩＳコード（B ﾀﾞｲﾚｸﾄは｢0｣のみ対応） 
「1」：ＥＢＣＤＩＣコード 

４ 会 社 コ ー ド N(10) 

会社識別のため銀行が採番したコードを表す。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

          
 

５ 会 社 名 C(40) 

会社名をカナ文字で表す。（事業所、出張所名等を含
めてもよい。 ・・・ 左詰め残りスペース。 
※受取人の通帳摘要には、項番２の種別コードが 

「11」の時、「ｷﾕｳﾖ 会社名」 
「12」の時、「ｼﾖｳﾖ 会社名」として出力される。 

例：会社名が「ｶ)ﾎｸﾖｳ」の場合、 
「11」の時、「ｷﾕｳﾖ ｶ)ﾎｸﾖｳ」 
「12」の時、「ｼﾖｳﾖ ｶ)ﾎｸﾖｳ」として出力される。 

６ 振 込 指 定 日 N(4) 
振込指定日を月日を表す。 
 例）６月２５日 → 「0625」 
 （銀行休業日の指定は不可。） 

７ 仕 向 銀 行 番 号 N(4) 
統一金融機関番号を表す。 
「0501」：（北洋銀行）と記録する。 

８ 
※ 
仕 向 銀 行 名 

C(15) 
「ﾎｸﾖｳ」と記録する。 

・・・ 左詰め残りスペース。 

９ 仕 向 支 店 番 号 N(3) 

統一店番号を表す。 
取引支店番号（統一店番号）を記録する。 

   
 

 
10 

※ 
仕 向 支 店 名 

C(15) 
取引支店名を記録する。 

・・・ 左詰め残りスペース。 

 
11 

預  金  種  目 
（ 企 業 等 ） 

 
N(1) 

振込依頼人の預金種目を記録する。 
「1」 ・・・ 普通預金 
「2」 ・・・ 当座預金 

12 
口 座 番 号 
（ 企 業 等 ） 

N(7) 
振込依頼人の口座番号を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

13 ダ ミ ー C(17) スペースとする。 

（１２０） 
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②データ・レコード（受取人情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコードの種類を表す。 
「2」：データ・レコードと記録する。 

２ 被 仕 向 銀 行 番 号 N(4) 
統一金融機関番号。 
振込先の銀行番号を記録する。（金融機関共同コード） 

３ 被 仕 向 銀 行 名 C(15) 

振込先の銀行名をカナ文字で記録する。 
・・・ 左詰め残りスペース 

 例）北洋銀行 → 「ﾎｸﾖｳ」 
  上記「被仕向銀行番号」に該当しない名称 
  が記録されている場合は、「被仕向銀行番号」 

を優先して処理する。 

４ 被 仕 向 支 店 番 号 N(3) 
統一店番号 
振込先の支店番号を記録する。（統一店番号） 

５ 被 仕 向 支 店 名 C(15) 

振込先の支店名を記録する。 
 ・・・ 左詰め残りスペース 

上記「被仕向支店番号」に該当しない名称 
  が記録されている場合は、「被仕向支店番号」 

を優先して処理する 

６ 
※ 

手 形 交 換 所 番 号 
N(4) 統一手形交換所番号を表す。 

７ 預 金 種 目 N(1) 
振込先の預金種目を記録する。 
「1」  ・・・ 普通預金 
「2」  ・・・ 当座預金 

８ 口 座 番 号 N(7) 
振込先の口座番号を記録する。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

９ 預 金 者 名  C(30) 
振込先預金者名をカナ文字で記録する。 
 ・・・ 左詰め残りスペース。 

10 振 込 金 額 N(10) 
振込金額を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 
（振込金額「0」は処理されない。） 

11 新 規 コ ー ド N(1) 

「1」：第１回振込分 
「2」：変更分（被仕向銀行・支店、預金種目・口座番

号） 
「0」：その他 

12 
※ 

社 員 番 号 
N(10) 

企業等での社員番号を表す。 
・・・ 右詰め残り前「0」。 

13 
※ 

所 属 コ ー ド 
N(10) 

企業等での所属コードを表す。 
・・・ 右詰め残り前「0」。 

14 ダ ミ ー C(9) スペースとする。 

（１２０） 
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③トレーラ・レコード（データ・レコードの集計情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコードの種類を表す。 
「8」：トレーラ・レコードと記録する。 

２ 合 計 件 数 N(6) 
データ・レコードの合計件数を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

３ 合 計 金 額 N(12) 
データ・レコードの振込金額の合計額を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

４ ダ ミ ー C(101) スペースとする。 

（１２０） 
 
 
 
 
 
 
 
 
④エンド・レコード（終了情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコードの種類を表す。 
「9」：エンド・レコードと記録する。 

２ ダ ミ ー C(119) スペースとする。 

（１２０） 
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振込入金通知レコード・フォーマット 
 
（１）説明 

・取引先（企業）の口座へ振込入金明細を銀行から通知する場合に使用する。 
・対象口座は普通預金および当座預金。 

（２）レコードの内容 
・桁数欄の「Ｃ」はキャラクター（数字を含む）、「Ｎ」は数字を表す。 
・項目名頭部に「※」が付してあるものは任意記録項目なので、記録情報が

ない場合は「0」または「スペース」とする。 
（３）フォーマットの内容（当行ではフォーマットＢのみを使用） 

・振込入金通知金額が１０桁を超える場合には、項番１２「金額（２）」および
項番１３「うち他店券金額（２）」を使用し、項番５「金額（１）」および項番
６「うち他店券金額（１）」はすべてゼロとする。 

・振込入金通知金額が１０桁以内の場合には、項番５「金額（１）」および項番６
「うち他店券金額（１）」を使用し、項番１２「金額（２）」および項番１３「う
ち他店券金額（２）」はすべてゼロとする。 

 
①ヘッダー・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「1」：ヘッダー・レコード。 

２ 種 別 コ ー ド N(2) 
業務種別を表す。 
「01」：振込入金通知。 

３ コ ー ド 区 分 N(1) 
使用コード区分を表す。 
「0」：ＪＩＳコード 
「1」：ＥＢＣＤＩＣコード 

４ 作 成 日 N(6) 
データ作成日を年月日で表す（和暦）。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

５ 勘 定 日 （ 自 ） N(6) 
勘定日の期間を表す。 
ＹＹＭＭＤＤ ＹＹＭＭＤＤ 
勘定日（自） 勘定日（至） 

ただし、営業日単位で通知する場合は、（自）（至） 
を同一年月日とする。 ６ 勘 定 日 （ 至 ） N(6) 

７ 銀 行 コ ー ド N(4) 
統一金融機関番号を表す。 
「0501」：（北洋銀行） 

８ 銀 行 名 C(15) 「ﾎｸﾖｳ」 ・・・ 左詰め残りスペース 

９ 支 店 コ ー ド N(3) 取引支店番号（統一店番号） 

10 支 店 名 C(15) 取引支店名 ・・・ 左詰め残りスペース 

11 預  金  種  目 N(1) 
預金種目を表す。 
「1」 ・・・ 普通預金 
「2」 ・・・ 当座預金 

12 口 座 番 号 N(7) 取引口座番号を表す。 ・・・ 右詰め残り前 「0」 

13 口 座 名 C(40) 口座名 ・・・ 左詰め残りスペース。 

14 ダ ミ ー C(93) スペースとする。 

（２００） 
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②データ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 

「2」：データ・レコード 

２ 
※ 

照 会 番 号 
N(6) 

銀行が採番した照会用番号。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

３ 勘 定 日 N(6) 

勘定日（和暦）を表す。 

ＹＹ ＭＭ ＤＤ 

 年  月  日 

４ 起 算 日 N(6) 

入金の起算日を表す。（和暦） 

ＹＹ ＭＭ ＤＤ 

 年  月  日 

通常は勘定日と同日であるが、その場合には勘定日と

同一年月日を記録する。 

５ 金 額（1） N(10) 

入金額。振込入金通知が 10 桁以内の場合に使用す

る。  ・・・ 右詰め残り前「0」。 

項番 12 を使用する場合にはすべて「0」とする。 

６ うち他店券金額 (1) N(10) 

入金額中の他店券金額。振込入金通知が 10 桁以内の

場合に使用する。 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

項番 13 を使用する場合にはすべて「0」とする。 

７ 
※ 

振込依頼人コード 
N(10) 

仕向銀行からの為替通知に付された振込依頼人の識

別コードとする。 

×××××××××× 右詰め残り前「0」。 

（振込依頼人コード） 

８ 振 込 依 頼 人 名 C(48) 
 

振込依頼人名 ・・・ 左詰め残りスペース。 

９ 
※ 

仕 向 銀 行 名 
C(15) 

 

仕向銀行名 ･・・ 左詰め残りスペース。 

10 
※ 

仕 向 店 名 
C(15) 

 

仕向店名 ・・・ 左詰め残りスペース。 

11 
※ 

取 消 区 分 
N(1) 

振込入金通知を取消す場合に使用する。 

「1」：取消 

12 金 額（2） N(12) 

振込入金通知が１０桁を超える場合に使用す

る。 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

項番５を使用する場合にはすべて「0」とする。 

13 うち他店券金額 (2) N(12) 

入金額中の他店券金額。振込入金通知が１０桁を超え

る場合に使用する。 ・・・ 右詰め残り前「0」 

項番６を使用する場合にはすべて「0」とする。 

14 

※ 

Ｅ Ｄ Ｉ 情 報 

 

C(20) 
仕向銀行からの為替通知に記載されたＥＤＩ情報と

する。  ・・・・・・左詰め残りスペース。 

15 ダ ミ ー C(28) スペースとする。 

（２００） 
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③トレーラ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「8」：トレーラ・レコード。 

２ 振 込 合 計 件 数 N(6) 右詰め残り前「0」。 

３ 振 込 合 計 金 額 N(12) 右詰め残り前「0」。 

４ 
※ 
取 消 合 計 件 数 

N(6) 右詰め残り前「0」。 

５ 
※ 
取 消 合 計 金 額 

N(12) 右詰め残り前「0」。 

６ ダ ミ ー C(163) スペースとする。 

（２００） 

 
 
 
 
 
 
 
 
④エンド・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「9」：エンド・レコードと記録する。 

２ ダ ミ ー C(199) スペースとする。 

（２００） 
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入出金取引明細レコード・フォーマット 
 
（１）説明 

・取引先（企業）の口座の入金および出金取引の明細を銀行から通知する場合に使用する。 
・対象預金は普通預金、当座預金のほか通知預金、定期預金、積立定期預金があり、

前２者と後３者とではデータ・レコードのフォーマットが異なる。 
（２）レコードの内容 

・桁数欄の「Ｃ」はキャラクター（数字を含む）、「Ｎ」は数字を表わす。 
・項目名頭部に「※」が付してあるものは任意記録項目なので、記録しない場合は、 
「0」または「スペース」とする。 

 
①ヘッダー・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「1」：ヘッダー・レコード。 

２ 種 別 コ ー ド N(2) 
業務種別を表す。 
「03」：入出金取引明細。 

３ コ ー ド 区 分 N(1) 
使用コード区分を表す。 
「0」：ＪＩＳコード 
「1」：ＥＢＣＤＩＣコード 

４ 作 成 日 N(6) 
データ作成日を年月日で表す（和暦）。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

５ 勘 定 日 （ 自 ） N(6) 
勘定日の期間を表す。 
ＹＹＭＭＤＤ ＹＹＭＭＤＤ 
勘定日（自） 勘定日（至） 

ただし、営業日単位で通知する場合は、（自）（至） 
を同一年月日とする。 

６ 勘 定 日 （ 至 ） N(6) 

７ 銀 行 コ ー ド N(4) 
統一金融機関番号を表す。 
「0501」：（北洋銀行）と記録する。 

８ 銀 行 名 C(15) 「ﾎｸﾖｳ」 ・・・ 左詰め残りスペース。 

９ 支 店 コ ー ド N(3) 取引支店番号（統一店番号） 

10 支 店 名 C(15) 取引支店名 ・・・ 左詰め残りスペース。 

11 ダ ミ ー N(3) 
将来の拡張用の予備エリアを表す。 
全て「0」とする。 

12 預  金  種  目 N(1) 
預金種目を表す。 
「1」 ・・・ 普通預金 
「2」 ・・・ 当座預金 

13 口 座 番 号 N(10) 
取引口座番号を表す。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

14 口 座 名 C(40) 口座名 ・・・ 左詰め残りスペース。 

15 
※ 
貸 越 区 分 

N(1) 
取引前残高の状態を表す。 
「1」：プラス  「2」：マイナス 

16 
※ 
通 帳 ・ 証 書 区 分 

N(1) 
取引が通帳によるか証書によるかの区分を示す。 
「1」：通帳  「2」：証書 

17 
※ 
取 引 前 残 高 

N(14) 
取引前残高を表す。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

18 ダ ミ ー C(71) スペースとする。 

（２００） 
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②－１データ・レコード・・・・普通預金・当座預金の場合 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「2」：データ・レコードと記録する。 

２ 
※ 
照 会 番 号 

N(8) 
銀行が採番した照会用番号。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

３ 勘 定 日 N(6) 
勘定日（和暦）を表す。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

４ 預 入 ・ 払 出 日 N(6) 

入金の起算日を表す。（和暦） 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 
通常は勘定日と同日であるが、その場合には勘定日 
と同一年月日を記録する。 

５ 
入 払 区 分 
（ 注 ） 

N(1) 
入出金の状態を表す。 
「1」：入金  「2」：出金 

６ 
※ 

取 引 区 分 
N(2) 

取引形態を表す。 
「10」：現金 「11」：振込 「12」：他店券入金 
「13」：交換（取立入金および交換払） 
「14」：振替 「18」：その他 「19」：訂正 

７ 取 引 金 額  N(12) 
取引金額を表す。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

８ う ち 他 店 券 金 額 N(12) 
取引金額中の他店券金額を表す。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

９ 
※ 
交 換 呈 示 日 

N(6) 
証券類の交換呈示日（和暦）を表す。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

10 
※ 
不 渡 返 還 日 

N(6) 
証券類の不渡返還日（和暦）を表す。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

11 
※ 
手形・小切手区分 

N(1) 
手形・小切手の種別を表す。 
「1」：小切手 「2」：約束手形 「3」：為替手形 

12 
※ 
手形・小切手番号 

N(7) 右詰め残り前「0」。 

13 
※ 
僚 店 番 号 

N(3) 取引のあった店を表す。（統一店番号） 

14 
※ 

振込依頼人コード 
N(10) 

仕向銀行からの為替通知に付された振込依頼人の識 
別コードとする。 
×××××××××× 右詰め残り前「0」 
（振込依頼人コード） 

15 

振 込 依 頼 人 名 

または 

※ 

契 約 者 番 号 

C(48) 

【入払区分が「1」（入金）の場合】 
・振込依頼人名・・・左詰め残りスペースとする。 
【入払区分が「2」（出金）の場合】 
・預金口座振替の契約者番号（収納企業が採番した

20 桁以内のコード）を左 20 桁に記録し、残り 28
桁はスペースとする。 

16 
※ 

仕 向 銀 行 名 
C(15) 仕向銀行名 ･・・ 左詰め残りスペース。 

17 
※ 

仕 向 店 名 
C(15) 仕向店名 ・・・ 左詰め残りスペース。 

18 
※ 

摘 要 内 容 
C(20) 左詰め残りスペース。 
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19 
※ 
Ｅ Ｄ Ｉ 情 報   

C(20) 
仕向銀行からの為替通知に記載されたＥＤＩ情報と
する。  ・・・・・・左詰め残りスペース。 

20 ダ ミ ー C(1) スペースとする 

（２００） 

 

（注）：取引区分の訂正「19」を使用する場合には、入払区分を入金訂正は出金「２」、

出金訂正は入金「１」とする。 

 

②－２データ・レコード・・・・通知預金・定期預金・積立定期預金の場合 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「2」：データ・レコードと記録する。 

２ 
※ 
識 別 番 号 

N(8) 
定期預金（積立定期を除く）の場合に預入番号をセ
ットします。（概算出金、連続出金の場合は右詰め残
り前「0」）積立定期、通知の場合は右詰め残り前「0」 

３ 勘 定 日 N(6) 
勘定日（和暦）を表す。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

４ 預 入 ・ 払 出 日 N(6) 

入金・出金の起算日を表す。（和暦） 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 
通常は勘定日と同日であるが、その場合には勘定日 
と同一年月日を記録する。 

５ 
入 払 区 分 
（ 注 １ ） 

N(1) 
入出金の状態を表す。 
「1」：入金  「2」：出金 

６ 
※ 

取 引 区 分 
N(2) 

取引形態を表す。 
「10」：現金 「11」：振込 「12」：他店券入金 
「13」：交換（取立入金および交換払） 
「14」：振替 「15」：継続 （自動継続を含む） 
「18」：その他 「19」：訂正 

７ 取 引 金 額  N(12) 
取引金額を表す。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

８ う ち 他 店 券 金 額 N(12) 
取引金額中の他店券金額を表す。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

９ 
※ 
交 換 呈 示 日 

N(6) 
証券類の交換呈示日（和暦）を表す。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

10 
※ 
不 渡 返 還 日 

N(6) 
証券類の不渡返還日（和暦）を表す。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

11 
※ 
手形・小切手区分 

N(1) 
手形・小切手の種別を表す。 
「1」：小切手 「2」：約束手形 「3」：為替手形 

12 
※ 
手形・小切手番号 

N(7) 右詰め残り前「0」。 

13 
※ 
僚 店 番 号 

N(3) 取引のあった店を表す。（統一店番号） 
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14 
※ 

当 初 預 入 日 
N(6) 

継続された定期預金・積立定期預金の当初預入日は
預入の場合は継続前の最初の預入日、支払の場合は
最後の継続日とする。（和暦） 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日  

15 
利 率 

（ 注 ２ ） 
N(6) 

預入日の利率を表す（年利）。利率が変更になった場 
合はスペースとする。期限前解約の場合は、期限前 
解約利率を記録する。 

ＸＸ ＸＸＸＸ（少数第４位まで） 
（預入時の利率または期限前解約利率） 

16 
※ 

満 期 日 
N(6) 

定期預金・積立定期預金の満期日（積立定期預金の
場合は口座契約上の満期日）を表す。（和暦） 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

17 
※ 

期  間 （１） 
N(7) 

預入日から満期日（通知預金は勘定日）までの期間
（積立定期預金の場合は口座契約上の期間。）年・
月・日のいずれかで表す。 
使用しないものは全て「0」とする。 
ⅹ ⅹⅹ ⅹⅹⅹⅹ 
           

 日表示・・右詰め残り前「0」 
           月表示・・右詰め残り前「0」 
           年表示 

18 
※ 

期 間 利 息 
N(11) 

期間中に発生した利息額を表す。 
ただし、定期預金の場合は、中間払利息を控除した
額とする。 
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ（右詰め残り前「0」） 
（期間利息） 

19 
※ 

中 間 払 利 率 
N(6) 

定期預金の中間払利率（年利） 
ＸＸ ＸＸＸＸ（小数第４位まで） 
（中間払利率） 

20 
※ 

中 間 払 区 分 
N(1) 

定期預金の中間払利息の支払区分を表す。 
・１・・・現払 
・２・・・指定口座への振替 
・３・・・１年定期預金の作成 

21 
※ 

期 後 期 間 
N(4) 

定期預金・積立定期預金の満期日から解約日（勘定
日）までの期間（日数表示）。 
ＸＸＸＸ（右詰め残り前「0」） 
（期後期間） 

22 
※ 

期 後 利 率 
N(6) 

期後期間に適用される利率（年率）。 
ＸＸ ＸＸＸＸ（少数第４位まで） 
（期後利率） 

23 
※ 

期 後 利 息 
N(9) 

期後期間に発生した利息額。 
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸ（右詰め残り前「0」） 
（期後利息） 

24 
※ 

合 計 利 息 
N(11) 

利息の合計額を表す。 
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ（右詰め残り前「0」） 
（合計利息） 
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25 
※ 

税 区 分 
N(1) 

利息に対する課税区分を表す。 
１・・・・総合課税 
２・・・・分離課税 
３・・・・マル優 
５・・・・非居住者 
９・・・・その他 

26 
※ 

税 率 
N(4) 

利息額に適用される税率を表す（年利）。 
税率がゼロとなる場合は、すべて「0」とする。 
税率が変更になった場合にはスペースとする。 
ＸＸ ＸＸ（小数第２位まで） 
（税率） 

27 
※ 

税 額 
N(10) 

（期間利息×税率）＋（期後利息×税率）。 
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ（右詰め残り前「0」） 
（税額） 

28 
※ 

税 引 後 利 息 
N(11) 

合計利息－税額。 
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ（右詰め残り前「0」） 
（税引後利息） 

29 
※ 

摘 要 内 容 

 

C(20) 左詰め残りスペース。 

30 
※ 

期  間 （２） 
N(5) 

 
項番 17「期間（１）」で年・月の期間表示ができない
場合に使用する。年・月のいずれかで表す。 
使用しないものは全て「0」とする。 
ⅹⅹ ⅹⅹⅹ 
           月表示・・右詰め残り前「0」 
           年表示・・右詰め残り前「0」 

31 
※ 

期間利息正負表示 
N(1) １・・・プラス   ２・・・マイナス 

32 ダ ミ ー C(4) スペースとする。 

（２００） 
 
（注１）取引区分の訂正「19」を使用する場合には､入払区分を入金の訂正は出金「2」、出金の訂

正は入金「1」とする。 
（注２）取引区分の訂正「19」を使用する場合には、スペースとすることができる。 
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③トレーラ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「8」：トレーラ・レコードと記録する。 

２ 入 金 件 数 N(6) 右詰め残り前「0」。 

３ 入 金 額 合 計 N(13) 右詰め残り前「0」。 

４ 出 金 件 数 N(6) 右詰め残り前「0」。 

５ 出 金 額 合 計 N(13) 右詰め残り前「0」。 

６ 
※ 
貸 越 区 分 

N(1) 
取引後残高の状態を表す。 
「１」：プラス  「２」：マイナス 

７ 
※ 
取 引 後 残 高 

N(14) 右詰め残り前「0」。 

８ 
データ・レコード 

件 数 
N(7) 

データ・レコードの総件数を表す。 
・・・・・・右詰め残り前「0」。 

９ ダ ミ ー C(139) スペースとする。 

（２００） 
 
 
 
 
 
 
④エンド・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「9」：エンド・レコードと記録する。 

２ レ コ ー ド 総 件 数 N(10) 右詰め残り前「0」。 

３ 口 座 数 N(5) 右詰め残り前「0」。 

４ ダ ミ ー C(184) スペースとする。 

（２００） 
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残高通知（預金）レコード・フォーマット 
 
（１）説明 

・取引先（企業）の預金口座の残高を銀行から通知する場合に使用する。 
・対象口座は普通預金および当座預金。 

（２）レコードの内容 
・桁数欄の「Ｃ」はキャラクター（数字を含む）、「Ｎ」は数字を表わす。 
・項目名頭部に「※」が付してあるものは任意記録項目なので、記録しない場合は、 
「0」 または「スペース」とする。 

（３）レコードのシークェンス・フローは次のとおり。 
 
＜例＞ 全店・全種目の場合 

ヘレ 
ッコ 
ダ｜ 
｜ド 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

トレ 
レコ 
｜｜ 
ラド 

ヘレ 
ッコ 
ダ｜ 
｜ド 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

トレ 
レコ 
｜｜ 
ラド 

ヘレ 
ッコ 
ダ｜ 
｜ド 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

   Ａ支店Ａ支店        Ｂ支店 Ｂ支店 Ｂ支店       Ｃ支店 Ｃ支店 
    普通 当座         普通 当座 通知         普通  当座 
 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

 
---------------------------------------------------------------------  

デレ 
｜コ 
タ｜ 

ド 

トレ 
レコ 
｜｜ 
ラド 

エレ 
ンコ 
ド｜ 

ド 

Ｃ支店Ｃ支店                                                  Ｎ支店 
通知 定期                          Ｘ預金 

 

①ヘッダー・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「1」：ヘッダー・レコード。 

２ 種 別 コ ー ド N(2) 
業務種別を表す。 
「04」：残高通知。 

３ 通 知 区 分 N(1) 
残高通知の種類を表す。 
「1」：預金 

４ コ ー ド 区 分 N(1) 
使用コード区分を表す。 
「0」：ＪＩＳコード 
「1」：ＥＢＣＤＩＣコード 

５ 作 成 日 N(6) 
データ作成日を年月日で表す（和暦）。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

６ 会 社 コ ー ド N(10) 

振込依頼人識別のため銀行が採番したコードを表
す。 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

          
 

７ 会 社 名 C(40) 会社名・・・・･左詰め残りスペース。 

８ 銀 行 コ ー ド N(4) 
統一金融機関番号を表す。 
「0501」：（北洋銀行）と記録する。       

９ 銀 行 名 C(15) 「ﾎｸﾖｳ」 ・・・ 左詰め残りスペース。 

10 支 店 コ ー ド N(3) 取引支店番号（統一店番号） 

11 支 店 名 C(15) 取引支店名 ・・・ 左詰め残りスペース。 

12 ダ ミ ー C(102) スペースとする。 

（２００） 
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②データ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「2」：データ・レコードと記録する。 

２ 基 準 日 N(6) 
現在残高の基準日（和暦）を表す。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

３ 基 準 時 刻 N(4) 
現在残高の基準時刻を表す。 
ＨＨ ＭＭ 
 時  分 

４ 支 店 コ ー ド N(3) 取引支店番号（統一店番号）。 

５ ダ ミ ー N(3) 
将来の拡張用の予備エリア。 
全て「0」とする。 

６ 預 金 種 目 N(1) 

預金種目を表す。 
１・・・・普通預金 
２・・・・当座預金 
３・・・・納税準備預金 
５・・・・通知預金 
６・・・・定期預金 
７・・・・積立定期預金 
８・・・・定期積金 
９・・・・その他 

７ 
口 座 番 号 
（ 注 ） 

N(10) 
取引口座番号を表す。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

８ 
※ 
口 数 

N(4) 
通知預金、定期預金における上記口座の口数。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

９ 口 座 名 C(40) 口座名・・・・・・左詰め残りスペース。 

10 

現 在 残 高 
(1)貸 越 区 分 
 
(2)残     高 

N(1) 
 

N(14) 

・現在残高の状態を表す。 
１・・・プラス 
２・・・マイナス 

・基準時刻における残高を表す。 
 ・・・・・右詰め残り前「0」 

11 他 店 券 残 高  N(14) 
現在残高中の他店券残高を表す。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

12 貸 越 極 度 額 N(14) 
当座貸越契約がある場合の貸越極度額を表す。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

13 

※ 
支 払 可 能 残 高 
(1)貸 越 区 分 
 
(2)残     高 

N(1) 
 

N(14) 

・支払可能残高の状態を表す。 
１・・・プラス 
２・・・マイナス 

・現在残高－他店券残高＋貸越極度額を表す。 
 ・・・・・右詰め残り前「0」。 

14 

※ 
前 日 残 高 
(1)貸 越 区 分 
 
(2)残     高 

N(1) 
 

N(14) 

・前日残高の状態を表す。 
１・・・プラス 
２・・・マイナス 

・前日末の残高を表す。 
 ・・・・・右詰め残り前「0」。 

15 
※ 
最 新 取 引 日 

N(6) 
最新の取引日（和暦）を表す。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

16 ダ ミ ー C(49) スペースとする。 

（２００） 
（注）：普通預金、当座預金は７桁以下であるが、その他の預金については一部の銀行において

７桁を超える場合があるため１０桁とする。 
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③トレーラ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「8」：トレーラ・レコードと記録する。 

２ データ・レコード件数 N(7) 
データ・レコードの総件数を表す。 
右詰め残り前「0」。 

３ ダ ミ ー C(192) スペースとする。 

（２００） 
 
 
 
 
 
 
 
 

④エンド・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「9」：エンド・レコードと記録する。 

２ レ コ ー ド 総 件 数 N(10) 右詰め残り前「0」。 

３ ダ ミ ー C(189) スペースとする。 

（２００） 
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預金口座振替（依頼明細）レコード・フォーマット 

 
（１）説明 

預金口座振替の収納企業（委託者）が預金口座振替を銀行に依頼する場合の
明細である。 

 
（２）レコードの内容 

・項目名頭部に「※」が付してあるものは任意記録項目なので、記録しない場合は 
「0」または「スペース」とする。 

・桁数欄の「Ｃ」はキャラクター（数字を含む）、「Ｎ」は数字を表す。 
 

①ヘッダー・レコード（委託者情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 

「1」：ヘッダーレコードと記録する。 

２ 

 
種 別 コ ー ド N(2) 

業務種別を表す。 
「91」：預金口座振替と記録する。 

３ 

 

コ ー ド 区 分 

 
N(1) 

使用コード区分を表す。 
「0」：ＪＩＳコード（B ﾀﾞｲﾚｸﾄは｢0｣のみ対応） 

 「1」：ＥＢＣＤＩＣコード 

４ 

 
委 託 者 コ ー ド  N(10) 

銀行が採番したコードを表す。  
・・・ 右詰め残り前「0」。 

           
 

５ 委 託 者 名 C(40) 
委託者名をカナ文字で表す。 
・ ・・ 左詰め残りスペース 

６ 
引 落 日 

 
N(4) 

引落指定日を月日を表す。 
 例）６月２５日 → 「0625」 
 （銀行休業日の指定は不可。） 

７ 取 引 銀 行 番 号 N(4) 
統一金融機関番号を表す。 
「0501」（北洋銀行）と記録する。 

８ 
※ 
取 引 銀 行 名 

C(15) 
「ﾎｸﾖｳ」と記録する。 

・・・ 左詰め残りスペース 

９ 取 引 支 店 番 号 N(3) 

統一店番号を表す。 
取引支店番号（統一店番号）を記録する。 

   
 

10 
※ 
取 引 支 店 名 

C(15) 
取引支店名を記録する。 

・・・ 左詰め残りスペース 

11 
預  金  種  目 
（ 委 託 者 ） 

N(1) 

委託者の預金種目を記録する。 
｢1｣ ・・・ 普通預金 
｢2｣ ・・・ 当座預金 
｢9｣ ・・・ その他（B ﾀﾞｲﾚｸﾄは｢9｣使用不可） 

12 
口 座 番 号 
（ 委 託 者 ） 

N(7) 
委託者の口座番号を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

13 ダ ミ ー C(17) スペースとする。 

（１２０） 
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②データ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコードの種類を表す。 
「2」：データ・レコードと記録する。 

２ 引 落 銀 行 番 号 N(4) 
統一金融機関番号を表す。 
「0501」：（北洋銀行）と記録する。 

３ 
※ 
引 落 銀 行 名 

C(15) 
任意項目であるが記録する場合は、「ﾎｸﾖｳ」とする。 

・・・ 左詰め残りスペース。 

４ 引 落 支 店 番 号 N(3) 
統一店番号 
引落先の支店番号を記録する。（統一店番号） 

５ 
※ 

引 落 支 店 名 
C(15) 

引落先の支店名を記録する。 
 ・・・ 左詰め残りスペース。 

６ ダ ミ ー C(4) スペースとする。 

７ 預 金 種 目 N(1) 

引落先の預金種目を記録する。 
「1」  ・・・ 普通預金 
「2」  ・・・ 当座預金 

「1」 ・・・ 納税準備預金 

８ 口 座 番 号 N(7) 
預金者の口座番号を記録する。 

・・・ 右詰め残り前「0」。 

９ 預 金 者 名 C(30) 
預金者名をカナ文字で記録する。 
 ・・・ 左詰め残りスペース 

10 引 落 金 額 N(10) 
引落金額を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 
（引落金額「0」は処理されない） 

11 新 規 コ ー ド N(1) 

新規振替、変更等を表す。 
「1」：第１回引落分 
「2」：変更分（引落銀行・支店、口座番号） 
「0」：その他 

12 顧 客 番 号 N(20) 
委託者が定めた顧客番号を表す。 
・・・ 右詰め残り前「0」。 

13 振 替 結 果 コ ー ド N(1) 
振替処理を行った結果を表す。 
依頼明細では「0」とする。 

14 ダ ミ ー C(8) スペースとする。 

（１２０） 
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③トレーラ・レコード（データ・レコードの集計情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコードの種類を表す。 
「8」：トレーラ・レコードと記録する。 

２ 合 計 件 数 N(6) 
データ・レコードの合計件数を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

３ 合 計 金 額 N(12) 
データ・レコードの引落金額の合計額を記録する。 
 ・・・ 右詰め残り前「0」。 

４ 振 替 済 件 数 N(6) 
振替処理済件数。 
依頼明細では全て「0」とする。 

５ 振 替 済 金 額 N(12) 
振替済金額。 
依頼明細では全て「0」とする。 

６ 振 替 不 能 件 数 N(6) 
振替処理不能件数。 
依頼明細では全て「0」とする。 

７ 振 替 不 能 金 額 N(12) 
振替不能金額。 
依頼明細では全て「0」とする。 

８ ダ ミ ー C(65) スペースとする。 

（１２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④エンド・レコード（終了情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコードの種類を表す。 
「9」：エンド・レコードと記録する。 

２ ダ ミ ー C(119) スペースとする。 

（１２０） 
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預金口座振替（処理結果明細）レコード・フォーマット 

 

（１）説明 

預金口座振替の処理結果を銀行から企業に回答する場合の明細である。 

 

（２）レコードの内容 

次の項目以外は預金口座振替（依頼明細）レコード・フォーマットと同一。 

 

②データ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

13 振 替 結 果 コ ー ド N(1) 

振替処理を行った結果を表す。 

「0」：振替済 

「1」：資金不足 

「2」：取引なし 

「3」：預金者の都合による振替停止 

「4」：預金口座振替依頼書なし 

「8」：委託者の都合による振替停止 

「9」：その他 

 

 

 

 

 

③トレーラ・レコード（データ・レコードの集計情報の記録部分） 

項番 項 目 名 桁数 内容 

４ 振 替 済 件 数 N(6) 右詰め残り前「0」。 

５ 振 替 済 金 額   N(12) 右詰め残り前「0」。 

６ 振 替 不 能 件 数 N(6) 右詰め残り前「0」。 

７ 振 替 不 能 金 額 N(12) 右詰め残り前「0」。 

 

（３）レコードの形式 

預金口座振替（依頼明細）レコード・フォーマットと同一。 
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住民税レコード・フォーマット 

（特別徴収による市町村民税、都道府県民税） 

 
（１）説明 

・取引先（企業）から特別徴収（後記注釈参照）による住民税を当行が顧客に
代わって納付書作成・納付手続きなどを行う。 

・全国すべての地方公共団体への納税を当行が一括して取扱うことができる。 
（２）レコードの内容 

・桁数欄の「Ｃ」はキャラクター（数字を含む）、「Ｎ」は数字を表わす。 
 

※特別徴収とは・・・住民税を直接納税者（従業員等）に納付させるのではなく、
その徴収に便宜を持っている者（特別徴収義務者の意。企業
等）に納税者から徴収して納付させる制度。 

 

①ヘッダー・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「1」：ヘッダー・レコードを記録する。 

２ 種 別 コ ー ド N(2) 
業務種別を表す。 
「99」：地方税個人住民税を記録する。 

３ コ ー ド 区 分 N(1) 
使用コード区分を表す。 
「0」：ＪＩＳコード 
「1」：ＥＢＣＤＩＣコード 

４ 会 社 コ ー ド N(10) 
お客様番号を表す（委託者コード）。 

・・・・・・・右詰め残り前「0」。 

５ 取 引 支 店 番 号 N(3) お取引店番 

６ 納 付 指 定 日 N(6) 
納付指定日を年月日で表す（和暦）。 
ＹＹ ＭＭ ＤＤ 
 年  月  日 

７ 納 付 月 分 N(4) 
納付月分を年月で表す（和暦）。 
ＹＹ ＭＭ 
 年  月  

８ 特 別 徴 収 義 務 者 C(40) 
左詰め残りスペースとする。 
※帳票には、２０桁づつ２行で表示。 

９ 
特別徴収義務者の 

所 在 地 
C(50) 

左詰め残りスペースとする。 
※帳票には、１５・１５・２０桁づつ３行で表示。 

１０ ダ ミ ー C(3) ダミー・エリア 

（１２０） 
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②データ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 
「2」（データ・レコード） 

２ 市 町 村 コ ー ド N(6) 自治省コード。 

３ 市 町 村 名 C(15) 左詰め残りスペースとする。 

４ 指 定 番 号 C(15) 左詰め残りスペースとする。 

５ 異 動 の 有 無 N(1) 「0」：異動無し  「1」：異動有り 

６ 給 与 税 額 

件 数 N(5) 右詰め残り前「0」。 

金 額 N(9) 右詰め残り前「0」。 

７ 退 職 税 額 

件 数 N(5) 右詰め残り前「0」。 

金 額 N(9) 右詰め残り前「0」。 

８ 合 計 税 額 

件 数 N(5) 右詰め残り前「0」。 

金 額 N(9) 右詰め残り前「0」。 

９ 退 職 明 細 

人 員 N(3) 右詰め残り前「0」。 

支払金額 N(10) 右詰め残り前「0」。 

市 町 村 

民 税 
N(9) 右詰め残り前「0」。 

都道府県 

民 税 
N(9) 右詰め残り前「0」。 

１０ ダ ミ ー C(9) スペースとする。 

（１２０） 
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③トレーラ・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 

「8」：トレーラ・レコードを記録する。 

２ 
給与税額 

合 計 

件 数 N(7) 右詰め残り前「0」。 

金 額 N(11) 右詰め残り前「0」。 

３ 
退職税額 

合 計 

件 数 N(7) 右詰め残り前「0」。 

金 額 N(11) 右詰め残り前「0」。 

４ 合 計 

件 数 N(7) 右詰め残り前「0」。 

金 額 N(11) 右詰め残り前「0」。 

５ ダ ミ ー C(65) スペースとする。 

（１２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④エンド・レコード 

項番 項 目 名 桁数 内容 

１ デ ー タ 区 分 N(1) 
レコード種類を表す。 

「9」：エンド・レコードを記録する。 

２ ダ ミ ー C(119) スペースとする。 

（１２０） 

 


